







































































































































































































































り、前者 名が 歳以前、後者 名が
歳以降に該当する。





プ注 を用いる場面 秒 が含まれる。合計
で つの作品はそれぞれ異なる演技構成だ





平成 年度と 年度の スポーツスク
【表 】 歳以前の子どもの構成
【表 】 歳以降の子どもの構成




















































































































































れぞれ 回 ％ 、 回 ％ を占
めており、指導者 は、動作が 回 ％
と最も多い回数を示している。
②指導者 ・ ・ がそれぞれ 歳以降の子
どもに発したオノマトペの回数
歳以降で見られた各部類の総数は、視覚
が 回 ％ 、聴覚が 回 ％ 、
動作が 回 ％ である。各指導者が
歳以降の子どもに向けて発したオノマトペ




％ 、指導者 は動作が 回 ％ 、
指導者 は視覚が 回 ％ である。
③指導者 ・ ・ の 歳以前と 歳以降を
合わせた全体のオノマトペ表出回数
指導者 ・ ・ の 歳以前と以降を合わ
せたオノマトペ表出回数は、視覚が 回




者 が 回、指導者 が 回である。指

















(割合は小数点第 2 位を四捨五入） 
表出数






















































































































































































































































































































































































































































a)トン［1 2］トン［3 4］トン［5 6］ギュ［7 8］
b)トン［1］ギュ［2］パッ［3 4］キラキラ［5 6］ピッ［7 8］
c)1  2  3  4   パンッ［5 6］パンッ［7 8］
d)グー［1 2］グー［3 4］グー［5 6］パーア［7 8］
e)バタバタ［1 2］バタバタ［3 4］バタバタ［5 6］バタバタ［7 8］
f)フリフリ［1 2］フリフリ［3 4］フリフリ［5 6］フリフリ［7 8］
g)1  2  3  4   パタ［5］パタ［6］パタ［7］ 8
視覚 聴覚 動作
【表 】オノマトペの協応
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５．まとめ
　本研究では、新体操教室の現場における指導
を踏まえて、幼児期と学童期の両方の子どもた
ちを対象に、指導者は子どもにどのようなオノ
マトペをどの程度使用しているのか、またオノ
マトペをどのように工夫して使用しているのか
を明らかにすることを目的とした。その結果、
7歳以降よりも7歳以前の方がオノマトペを多用
して指導していることがわかった。視覚に関し
ては、7歳以前ではある程度決まったオノマト
ペを使用している一方、7歳以降では“イメー
ジすることを目的とした”オノマトペが多く
なり、1回限りの使用や指導者独自のオノマト
ペが見受けられた。聴覚は、7歳以前以降共に、
種類は少ないものの、それぞれが何度も使用さ
れた。しかし、同じオノマトペであっても子ど
もに求める動きは異なる場合がある。動作につ
いては、7歳以前では動作の要素を含むオノマ
トペを用いて1回限りの動きを促していた。7歳
以降になると、オノマトペの細かなニュアンス
を子どもが理解し、動きとして表現しているこ
とが示された。また、協応的オノマトペに関し
て、複数のオノマトペが組み合わされたり、連
続的に用いられたりすることでオノマトペの性
質が変わってくることもあることがわかった。
　新体操の指導現場では指導者がどのような動
きを子どもに求め、そのためにどのようなオノ
マトペを含む言葉がけを行うかによって、子ど
もの演技が変わっていく可能性があることが示
唆できたのではないだろうか。
　残された課題は以下の3点である。1つ目は、
本研究では7歳以前の子どもと7歳以降の子ども
を比較したが、7歳以前は11名、7歳以降は60名
と両者で人数が大きく異なる。そして、両者の
それぞれの作品同士でも演技の内容も異なる。
これらの差異をなくして、条件をできるだけ揃
えたうえで検討するのが望ましいだろう。2つ
目は協応的オノマトペについて本研究を土台に
さらに事例を充実させて考察を加えていくこと
である。また、オノマトペを含む言葉がけには、
それに合わせたボディランゲージを併用してい
る場合が多い。本研究では練習そのものの観察
ではなく、後日、発表会当日のビデオを見なが
ら、どのような言葉がけを行ったかを再現をし
てもらった。その結果、指導者の動きまで観察
できず、どのようなボディランゲージをオノマ
トペと共に用いて演技指導を行っていたかはわ
からないままである。しかし、子どもにとって
理解しやすい、またより自然で無理のない導き
方という点から考えると、当然ながら多くのボ
ディランゲージを併用していただろうと推測で
きる。この点を明らかにすることを3つ目の課
題として今後も引き続き検討していきたい。
【注】
注1）擬音語・擬声語は事物の音や人・動物な
どの声をまねて言葉とした語のこと。擬
態語は、音響には直接関係のない事象の
状態などを間接的に模倣し、象徴的に言
語音に写したもの。
注2）「新体操」（rhythmic gymnastics）とは、
リボンやボールなどの手具を用いながら、
音楽に合わせた演技の芸術性を競う体操
競技。
注3）「手具」とは、体操、特に新体操の競技
で用いる道具。ロープ、フープ、クラブ、
リボン、ボールなどがある。
注4）「チャンスレベル」とは、ある事象が偶然
生じる確率のこと。例えば、二択問題で
は、マルとバツともにチャンスレベルは
50％となる。
注5）協力いただいた京都市のAスポーツスク
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ールは、水泳、体操、新体操、卓球、空
手、キッズダンス、フィットネスのレッ
スンが開かれ、子どもだけでなく大人も
活用できる総合施設である。新体操教室
には、幼児50分コース（3歳から6歳）、
小学生50分コース（6歳から12歳）、小学
生90分コース（7歳から12歳）、中高生90
分コース（13歳から18歳）が設けられて
いる。そして、新体操の基本的な動きや
手具操作などのレッスンを行っている。
注6）「リボン」とは、スティックと呼ばれる棒
の先に細長い布が付いた手具。スティッ
クの部分を手で握り、布の部分をヘビ状、
らせん状などに動かして演技する。この
名称は演技種目名としても用いる。
注7）「徒手」とは、新体操競技に含まれる一種
目。これには手具を用いない。
注8）「ロープ」とは、ロープの両端に結び目
をつけたもので、ロープを跳ぶ、投げる、
回すなどして用いる。この名称を演技種
目名としても用いる。
注9）「協応的オノマトペ」とは、視覚と聴覚な
ど複数の機能や器官が同時に働くオノマ
トペを意味する。
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